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■ 

今
年
初
演
か
ら
40
周
年
を
迎
え
る
、
ロ
ン

グ
ラ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
オ
ペ
ラ
座
の
怪

人
（The Phantom

 of the O
pera

）」。
前

号
で
お
届
け
し
た
英
国
が
誇
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
界
の
巨
匠
、
作
曲
家
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・

ロ
イ
ド
・
ウ
ェ
バ
ー
氏
の
特
集
記
事
に
続
き
、

今
回
は
「
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
」
の
舞
台
に

な
っ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
の
オ
ペ
ラ
座

を
紹
介
し
た
い
。

　

１
９
８
６
年
10
月
９
日
の
開
幕
以
降
、

ウ
ェ
ス
ト
エ
ン
ド
の
ヒ
ズ
・
マ
ジ
ェ
ス

テ
ィ
ー
ズ
劇
場
で
上
演
さ
れ
続
け
て
い
る

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
」
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
作
家
ガ
ス
ト
ン
・
ル
ル
ー
が
、

実
際
に
パ
リ
の
オ
ペ
ラ
座
で
起
き
た
事
故
や

事
件
、
噂
話
な
ど
を
も
と
に
し
て
書
き
上
げ

た
同
名
小
説
（
１
９
１
０
年
刊
行
）
を
原
作

と
し
て
い
る
。
劇
場
の
地
下
に
潜
む
仮
面
で

顔
を
隠
し
た
フ
ァ
ン
ト
ム
（
怪
人
）、
同
劇
場

所
属
の
美
し
い
声
を
持
つ
若
き
歌
姫
ク
リ
ス

テ
ィ
ー
ヌ
、
彼
女
の
幼
な
じ
み
の
子
爵
ラ
ウ

ル
に
よ
る
、
切
な
い
三
角
関
係
が
心
を
揺
さ

ぶ
る
ゴ
シ
ッ
ク
・
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
だ
。

　

物
語
の
舞
台
で
あ
る
パ
リ
の
オ
ペ
ラ
座
の

正
式
名
称
は
「
ガ
ル
ニ
エ
宮
（
パ
レ
・
ガ
ル

ニ
エ
／Palais Garnier

）」
で
、
通
称
「
オ

ペ
ラ
・
ガ
ル
ニ
エ
」「
オ
ペ
ラ
座
」
な
ど
と
呼

ば
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
皇
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
３
世

の
命
に
よ
っ
て
１
８
７
５
年
に
完
成
し
、
当

時
の
贅
を
尽
く
し
た
「
宮
殿
」
の
よ
う
な
内

装
が
特
徴
。
悔
し
い
こ
と
に
、
ロ
ン
ド
ン
の

ロ
イ
ヤ
ル
・
オ
ペ
ラ
・
ハ
ウ
ス
と
は
比
較
に

な
ら
な
い
ほ
ど
の
規
模
と
絢
爛
豪
華
さ
を
誇

る
。
建
物
名
の
「
ガ
ル
ニ
エ
」
は
、
設
計
し

た
建
築
家
シ
ャ
ル
ル
・
ガ
ル
ニ
エ
か
ら
と
ら

れ
て
い
る
。

　

オ
ペ
ラ
座
の
地
下
に
は
深
い
水
脈
が
通
っ

て
お
り
、
建
造
工
事
で
こ
の
地
下
水
脈
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
た
。
蒸
気
ポ
ン
プ
を
何
台

も
投
入
し
て
汲
み
上
げ
て
も
一
向
に
水
は
枯

れ
ず
、
工
事
現
場
は
浸
水
。
ガ
ル
ニ
エ
は
水

路
と
巨
大
な
貯
水
池
を
地
下
に
つ
く
る
こ
と

で
問
題
を
解
決
し
た
が
、
や
が
て
広
ま
っ
た

「
オ
ペ
ラ
座
の
下
に
は
地
底
湖
が
あ
る
」
と
の

噂
が
、
ガ
ス
ト
ン
・
ル
ル
ー
に
「
地
下
水
路

を
隠
れ
家
に
し
て
い
る
フ
ァ
ン
ト
ム
」
と
い

う
着
想
を
与
え
た
。「
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
」
で

も
っ
と
も
有
名
な
場
面
で
あ
る
シ
ャ
ン
デ
リ

「オペラ座の怪人」の舞台

パリ・オペラ座 を征く
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ア
の
落
下
も
、
な
ん
と
実
際
に
起
こ
っ
た
事

故
の
ひ
と
つ
だ
。
悪
魔
と
契
約
し
、
知
識
と

快
楽
を
追
い
求
め
た
学
者
の
悲
劇
を
つ
づ
っ

た
オ
ペ
ラ
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
の
上
演
中
、
ガ

ル
ニ
エ
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
重
量
７
ト
ン
に
及

ぶ
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
の
部
品
の
ひ
と
つ
（
シ
ャ

ン
デ
リ
ア
自
体
で
は
な
い
）
が
外
れ
て
落
下
、

１
名
の
死
者
と
数
人
の
負
傷
者
が
出
て
い
る
。

ま
た
、
毎
晩
５
番
の
ボ
ッ
ク
ス
席
を
予
約
す

る
謎
の
紳
士
の
噂
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
ガ
ス
灯

の
火
が
衣
装
に
引
火
し
て
大
や
け
ど
を
負
っ

て
し
ま
っ
た
バ
レ
リ
ー
ナ
、
ロ
ー
プ
で
首
を

吊
っ
た
劇
場
ス
タ
ッ
フ
―
―
と
い
っ
た
実
話

の
ほ
か
、
あ
ち
こ
ち
で
目
撃
さ
れ
て
い
る
幽

霊
の
存
在
も
、
原
作
小
説
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　

オ
ペ
ラ
座
の
バ
レ
エ
や
オ
ペ
ラ
公
演
の
チ

ケ
ッ
ト
は
高
額
で
人
気
も
高
く
、
な
か
な
か

入
手
し
づ
ら
い
。
劇
場
の
本
来
の
素
晴
ら
し

さ
を
知
る
に
は
ぜ
ひ
舞
台
を
観
て
い
た
だ
き

た
い
の
だ
が
、
公
演
の
な
い
昼
間
は
一
般
公

開
さ
れ
て
い
る
の
で
、
劇
場
内
を
見
学
す
る

だ
け
で
も
十
分
に
「
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
」
の

世
界
を
満
喫
で
き
る
。

　

と
く
に
中
央
付
近
に
踊
り
場
を
備
え
た
立

体
的
な
吹
き
抜
け
の
大
階
段
は
、
目
に
し
た

瞬
間
に
「
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
」
第
２
幕
の
冒

頭
、「
仮
面
舞
踏
会
」
の
シ
ー
ン
で
大
勢
の
出

演
者
た
ち
が
歌
っ
て
踊
る
「
マ
ス
カ
レ
〜
ド

♪
」
の
フ
レ
ー
ズ
が
頭
の
中
で
リ
フ
レ
イ
ン

す
る
に
違
い
な
い
。
い
わ
く
つ
き
の
シ
ャ
ン

デ
リ
ア
は
、
観
客
席
か
ら
見
上
げ
る
と
想
像

し
て
い
た
よ
り
も
小
さ
く
感
じ
て
意
外
に
思

う
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
際
に
は
幅
４
メ
ー

ト
ル
、
高
さ
５
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
と
い
う
。

そ
し
て
絶
対
に
外
せ
な
い
の
が
、
２
階
５
番

の
ボ
ッ
ク
ス
席
。
フ
ァ
ン
ト
ム
が
劇
場
の
新

支
配
人
に
「
自
分
の
た
め
に
常
に
空
け
て
お

く
よ
う
に
」
と
指
示
し
た
指
定
席
で
、
扉
に

は
ち
ゃ
ん
と
「LO

GE DU FAN
TÔ
M
E DE 

L'O
PERA

」
と
プ
レ
ー
ト
が
飾
っ
て
あ
る
。

ち
な
み
に
、
フ
ァ
ン
ト
ム
は
「
こ
の
命
令
に

背
い
た
場
合
、
諸
君
の
想
像
を
絶
す
る
災
い

が
起
こ
る
で
あ
ろ
う
…
」
と
告
げ
て
い
る
が
、

予
約
は
可
能
な
の
で
、
勇
気
が
あ
れ
ば
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
る
の
も
い
い
だ
ろ
う
。

　

節
目
を
迎
え
る
今
年
、
パ
リ
を
訪
れ
た
際

に
は
、
ぜ
ひ
オ
ペ
ラ
座
に
足
を
運
ん
で
み
て

は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

ヴェルサイユ宮殿の「鏡の間」を模した、全長 54 メートルの社交用の応接空間「グラン・ホワ
イエ（Grand Foyer）」。煌びやかさはヴェルサイユ以上！ 人も少ないので撮影しやすい。

思わず「マスカレ～ド♪」と口ずさみたくなる、大理石を用いたネオ・バロック様式の大階段。上階へと
続く壮大な吹き抜けの空間に圧倒される。

２階のボックス席が並ぶギャラリー。２階のボックス席が並ぶギャラリー。
５番ボックス席は、２階に上がって右手に進んだ最奥。５番ボックス席は、２階に上がって右手に進んだ最奥。

ファントム専用の指定席である、２階の５番ボックス席（６人
用）。ステージ下手側にある。

Place de l’Opéra
75009 Paris, France
www.operadeparis.fr/en/visits/palais-garnier

【見学料金】
セルフガイド・オーディオツアー	 ：25 €
ガイドツアー	 ：35 €
閉館後のガイドツアー	 ：42 €

【最寄り駅】オペラ駅

Palais Garnier（Opéra Garnier）
ガルニエ宮（オペラ・ガルニエ）

   ※ 2026 年３月 10 日現在

オペラ座
Palais Garnier

Chaussée d’Antin
 - La Fayette

Opéra

プランタン・オスマン
Printemps Haussmann ギャラリー・ラファイエット

Galeries Lafayette

Rue Auber

Rue Auber

Ru
e 

Sc
rib

e

Bd Haussmann

Bd des Capucines

Bd Haussmann
Rue La Fayette
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　「オペラ座の怪人」の続編として、2010 年に発表されたミュージカル「ラ
ブ・ネバー・ダイ」。フランスの作家ガストン・ルルーの小説をもとにして
つくられた「オペラ座の怪人」に対し、「ラブ・ネバー・ダイ」は作曲家ア
ンドリュー・ロイド・ウェバー氏の完全オリジナル作品である。
　物語は「オペラ座の怪人」の 10 年後で、舞台はパリからニューヨーク
へ移る。オペラ座から姿を消したファントムは、ニューヨーク郊外にある
ビーチリゾートのコニーアイランドで、人前に現れない仮面を着けた謎多

きオーナーとして妖しげな遊
園地「ファンタズマ」を運営
し、大成功を収めていた。
　一方、キャリアのピークが
過 ぎ て オ ペ ラ 座 の ト ッ プ 歌
姫の座を明け渡していたクリ
スティーヌは、酒とギャンブ
ルに溺れる夫ラウルが抱えた
借金に頭を悩ませていた。そ
んなある日、クリスティーヌ
のもとに「ファンタズマ」か
ら出演依頼の招待状が届く。
オーナーがファントムである
ことを知らないクリスティー
ヌ は、 夫 と 息 子 を 連 れ て
ニューヨークへ向かうが…。
　舞台がニューヨークの遊園
地（サーカス）になったこと
で、クラシカルな雰囲気と曲
調が特徴だった「オペラ座の

「オペラ座の怪人」10年後のストーリー

「ラブ・ネバー・ダイ（ Love Never Dies ）」

【特集記事】

「オペラ座の怪人」上演 40 周年

英国が誇る稀代の作曲家
アンドリュー・ ロイド・ウェバー

舞台はニューヨーク！

怪人」に比べて、バーレスク曲
やロック調の曲が取り入れられ
るなど、かなりイメージが一新
されている。だが、「オペラ座の
怪人」と同じ旋律も時折流れる
ので、前作ファンはテンション
が上がる。
　しかし、ストーリーとしては
非常に人間臭いドロドロのメロ
ドラマに仕上がっており、「ミス
テリアスさが魅力だったファン
トム、どうしちゃったの？」「好
青年だったラウル、なぜそれほ
ど落ちぶれちゃったの？」「メグ
との友情はどこに…」「まさかそ
んな結末 ⁉」と衝撃を受ける人も多いかも。これが「ハッピーエンドの後
も人生は続く」ということなのか…？
　2010 ～ 2011 年にかけてロンドン・アデルフィ劇場で上演された初演の
評価は低く、以後ロンドンで再演されていない。ちなみに、この公演時に
ロイド・ウェバー氏は重要建造物である劇場の壁を黒く塗りつぶしたこと
で、２万ポンドの罰金を課されている（写真左）。


